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平
成
29
年
１
月
１
日
現
在

・
市
内
に
居
住
し
、
平
成
28
年
中
に
一
定
以
上
の
所

得
の
あ
っ
た
方

・
市
内
に
居
住
し
て
い
な
い
が
、
市
内
に
事
務
所
、

事
業
所
、
家
屋
敷
を
所
有
し
て
い
る
方（
均
等
割

の
み
）

・
平
成
28
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
方

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

・
障
害
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦（
寡
夫
）で
、
平
成
28

年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方

・
平
成
28
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
、
次
の
算
式
で

求
め
た
額
以
下
の
方

　
32
万
円
×（
本
人
＋
控
除
対
象
配
偶
者
＋
扶
養
親

族
数
）＋
18
万
９
千
円

※
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
い
る
場
合

の
み
18
万
９
千
円
を
加
算
し
ま
す
。

市
・
県
民
税
を
納
め
る
方

納
め
る
方
法

市
・
県
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
方

　
市
民
税
・
県
民
税
を
納
め
る
方
法
に
は
、
主
に
次

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

●
納
税
通
知
書
で
納
め
る
方
法（
普
通
徴
収
）…
事
業

所
得
者
な
ど

※
市
か
ら
個
人
あ
て
に
直
接
送
付
す
る
納
税
通
知
書

（
６
月
13
日
㈫
発
送
予
定
）に
よ
り
、
年
税
額
を
平

成
29
年
６
月
、
８
月
、
10
月
、
平
成
30
年
１
月
の

４
回
の
納
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
勤
務
先
が
給
与
か
ら
天
引
き
し
て
納
め
る
方
法

（
特
別
徴
収
）…
給
与
所
得
者

※
年
税
額
を
平
成
29
年
６
月
か
ら
平
成
30
年
５
月
ま

で
の
12
回
に
分
け
て
、
給
与
か
ら
天
引
き
し
て
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
公
的
年
金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
る
方
法（
特
別

徴
収
）…
公
的
年
金
受
給
者

※
年
税
額
を
平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成
30
年
２
月
ま

で
の
６
回
に
分
け
て
年
金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
主
な
改
正
点

市民税・県民税／均等の額で負担する均等割と所得
金額に応じて負担する所得割から構成されていま
す。住民税と同義。
所得／収入から必要経費を差し引いたもの。給与収
入や公的年金等収入の場合は、給与所得控除・公
的年金等控除を差し引いたもの。
給与所得控除・公的年金等控除／収入に応じて法に
より額が決められています。
均等割／市民税3500円、県民税2500円
※市民税には復興税（500 円）が県民税には復興税
（500 円）と森林湖沼環境税（1000 円）が含まれ
ます。

例：5万円分の対象医薬品を
　　購入した場合の控除額

平
成
29
年
度
市
民
税
・
県
民
税

用語の説明

所得割／各人の所得に応じて負担します。
税率／課税総所得金額にかける税率は市民税が
６％、県民税が４％で合計10％になります。
年金特別徴収（年金特徴）／公的年金受給者の年税額
を６回に分けて、年金から差し引いて納める制度
です。
住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）／市民税・
県民税の住宅ローン控除は、所得税から控除しき
れなかった額を市民税・県民税から控除するもの
です。

対象医薬品購入額：５万円

下限額：１万２千円

控除額：３万８千円

　
定
期
健
康
診
断
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
で
、
対
象

と
な
る
市
販
薬
を
、
年
間
１
万
２
千
円
を
超
え
て
購

入
し
た
人
は
、
確
定
申
告
す
る
こ
と
で
所
得
控
除
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
市
販
薬

　
医
療
用
か
ら
転
用
さ
れ
た
医
薬
品
。類
似
の
医
療
用

医
薬
品
が
医
療
保
険
給
付
の
対
象
外
の
も
の
を
除
く
。

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
対
象
医
薬
品
品
目
一
覧
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
と
な
る
方

　
所
得
税
や
住
民
税
を
納
め
て
い
る
方
で
、
次
の
い

ず
れ
か
を
受
け
て
い
る
方

・
勤
務
先
で
の
定
期
健
診

・
特
定
健
康
診
査（
い
わ
ゆ
る
メ
タ
ボ
健
診
）

・
予
防
接
種

・
定
期
健
康
診
断（
事
業
主
診
断
）

・
健
康
診
査（
い
わ
ゆ
る
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
医
療

保
険
者
が
行
う
も
の
）

・
が
ん
検
診

※
従
来
の
医
療
費
控
除
制
度
と
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制（
医
療
費
控
除
の
特
例
）を
同
時
に
利

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
控
除
額

　
年
間
の
対
象
医
薬
品
購
入
額
の
う
ち
、
１
万
２
千

円
を
超
え
た
額

※
控
除
上
限
金
額
は
8
万
8
千
円
で
す
。

※
購
入
金
額
に
は「
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
そ
の

他
の
親
族
の
分
」も
含
ま
れ
ま
す
。

◎
適
用
さ
れ
る
期
日

　
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
33
年
12
月
31
日
ま

で
の
期
間

※
適
用
開
始
は
平
成
30
年
度（
平
成
29
年
分
）の
申
告

か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

※
確
定
申
告
に
は
平
成
29
年
１
月
か
ら
購
入
し
た
、

対
象
と
な
る
市
販
薬
の
領
収
書
な
ど
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。

●
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制（
医
療
費
控
除

の
特
例
）の
開
始

※１所得控除の種類…雑損控除、医療費控除、社会保険料控除、小規模企業共済等掛金控除、生命保険料
控除、地震保険料控除、障害者控除、寡婦・寡夫控除、勤労学生控除、配偶者控除、配偶者特別控除、
扶養控除、基礎控除

※２税額控除の種類…調整控除、配当控除、外国税額控除、配当割額控除額、株式等譲渡所得割額控除額、
住宅借入金等特別税額控除、寄附金税額控除

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
は
、
皆
さ
ん
の
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
そ

の
税
金
の
ひ
と
つ
に
住
民
税
が
あ
り
、
市
民
税
と
県
民
税
を
合
せ
た
も
の
を
い
い
ま
す
。
個
人
の
住
民
税
は
、
税
金
を

負
担
す
る
能
力
の
あ
る
方
が
、
均
等
の
額
で
負
担
す
る
均
等
割
と
所
得
金
額
に
応
じ
て
負
担
す
る
所
得
割
か
ら
構
成
さ

れ
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村
か
ら
前
年
の
所
得
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

問
課
税
課（
☎
８
２
６
・
１
１
１
１　
内
線
２
２
３
２
）

税額の計算方法

課税総所得金額

税額控除 均等割額 年税額

所得割額

所得割額

税率10％
（市民税６％＋県民税４％） （所得に応じた税金）（所得金額－所得控除額　）※１

※２


